
防災 |」 ―ダー各位

令不□4年5月度 防災 IJ―ダー定例会議事

実施月日・場所 令和 4年5月 28日 (日 )9:30～ 11:00 海岸集会所

参加人員 本村8名・ 海岸 13名・ 自治会 8名・ 消防団1名 計 30名

10報告事項

◎活動計画 (5月、6月、7月 )

2022年 16′電20日

穆[島自主防災本部

翁和4年度自主防災組織育成事業補助金の申請 (購入内容)

・プロジェクター、スク |リ ーンの購入   15万 円前後
。本村地区 :チェンソー霧台 購入 (使いやすい、安全、燃料使用等含めて機種検討)

。防災ヘルメットについて  更新基準を作って継続使用する

※更新判断基準 :防災ヘルメットを目視して傷等のヘルメットに異常がなければ継続使用する。

(2令和4年度防災リーダーフォローアッ
。本村地区 :高山和茂、杉寄孝

・海岸地区 :山口稔、中山善貴

_プ研イ1多参加者

14名参加
|

」

C)し っヽとき避難連絡所の奮板活用について (検討中)

編成委員会 (自主随災役員)を立ち上|ず [1澤 き台を作成。第1回編成委員会 (5/30実施)

・ 洪水をテーマとした掲示板として使用検言寸(避難ルート地図作成)

。本村地区をテスト的|こ看板作成

④  「地震・ 火災・津波・ 洪水発生一時退避場」使用について

,編成委員会で内容を詰めて提案  第1回編成委員会 (5/30実施)

,内容を吟味 して各家庭 |こ個別 |こ酉己菊。

※ 内容変更については5月 8日まで 1こ 変更箇所と班名を明記 してポス トに投函する。

C)要支援者共助)舌動の情報共有
・優先要支援者の独居で平屋住ましヽの方の洗い出し (民生委員|こ依頼 :5/23)
。茅ケ崎市在宅高歯含者実態言題奎 (6月～7月 に実施)時、追加項目として実施する。

・調査結果により防災 IJ―ダーとの関わりを検討する。 は 月以降)

2検 討事項及び意見
ゆ防災リーダーの名札を改正 (名前を大きくする)既存者は名札差替え、新任は新規作成 (人数確認)

・ 津波一時退避場の利用状況 |こ つしヽて

Branchl・ 203、 浜見平コンフォール茅ケ崎、相模川流域管理センターは常時間放 職 難可能)
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次用定例会  令和41等二屠曇翼摯 〔主) 9:30～ 1理 :○ ○
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